
  人権教育だより  
 第二回目の授業は、「性的指向」について行いました。 

大阪市市民局作成の動画【きみと友達でいたいから～知りたい、多様な性のかたち～】「バスケ少年の秘

密」というドラマを観て考えました。このドラマを通して、恋愛対象は異性という思い込みに気付き、

好きになる性はそれぞれ違って当たり前だということや異性を好きになることも同性を好きになるこ

とも尊重されることについて考えました。全校生徒の感想を交流します。 
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ユウちゃん側で考えると自分がゲイというこ

とをジュンくんに言うのはすごく勇気のいるこ

とだと思う。また、ジュンくん側で考えると急

に言われてそう簡単に受け入れられないと思

う。このような 2人の思いにしているのは

「男子は女子、女子は男子を好きになる」とい

った固定観念に縛られているからだと思う。一

部の人だけでなく、より多くの人が様々な性に

ついて知り、当事者が言いやすい雰囲気を作っ

ていくことが、一人ひとりの思いが尊重される

社会になっていくと考えた。   （3年） 

 全員が同じ性格ってわけでもないし、

好きなものが同じってわけでもないか

ら、一人ひとりが尊重し合うことが大

切。人の性格、好みなどに「普通」って

のはないから、みんな違って当たり前。

これが「普通」。今日の動画みたいにいき

なりカミングアウトされたとき、対応の

仕方に気をつけないと傷つけるから、だ

からこそ理解し合うことが大切。自分は

どう生きていくのか、別に他の人に合わ

せる必要はない。      （２年） 

 
 「異性を好きになる」ことが当たり前ではなく

て、同性のことを好きになる人もいる。たくさん

の人が幸せになれたらいいなと思う。 

 海外だけじゃなく、いつか日本でも同性婚が認

められたらいいな。         （２年） 

 今回動画を通して、実際に近くに LGBT

の人はいるのだと感じました。自分がもし

ジュンくんの立場になった時に、理解して

相手の気持ちを大切にできるような人にな

りたい。どんなに仲が良くても相手のこと

を知った気になって相手を苦しめているか

もしれないと今回思ったので、お互いに理

解し、多様性が当たり前な世の中になって

ほしい。           （3年） 

 自分がもしかしたら人を傷つけているかもしれ

ないと考えることができた。映像の中で「僕はユ

ウちゃんの事を何でも知っていると思っていた。

けど、そうじゃなくてこれから知っていくんだ」

という言葉が心に残りました。相手を一面で見ず

に、多面的に見れる自分になりたい。そして話し

てくれた時は「言ってくれてありがとう」と深掘

りし過ぎずに、でもドライすぎずに対応できたら

と思う。自分を隠さずに誰もが好きに自分らしく

生きられる社会にしたい。      （１年） 

 今日の授業を通して、私がジュンくんの立

場だったら同じような反応をしてしまうかも

しれないと思った。だからこそ、ユウちゃん

のようにカミングアウトしてくれた人を悲し

ませないように LGBTの人のことをもっと

知っていきたいと思った。    （１年） 



 

 

 今日の授業で身近に LGBTの人がいることは普

通だと考えることが大切だなと思った。せっかく

自分のことを信用してカミングアウトしてくれた

のに、逆に後悔や悲しみを生むような結果にだけ

はしたくないと思った。知らないうちに誰かを傷

つけるような言動にも気を付けたい。（３年） 

 

 異性愛、両性愛、同性愛、誰の事も好きになら

ないなど、人の恋愛の価値観は様々あって、それ

を否定することは良くないと思った。同性だとし

てもその人の人間性を好きになったということだ

から、素敵なことだと思った。また、そういうな

かなか相談しづらいことを打ち明けることができ

る友達を大切にしたいと思った。  （２年） 

 LGBTという言葉の通り、性的指向は様々で

あることを学んだ。私も普通は異性愛だと思っ

ていたけど、こういう「普通」という考え方を

するのがいけないんだと思った。多様な人々や

考え方を理解し、認め合うことで、性的指向と

いうくくりだけでなく、様々な場面で多くの

人々が尊重されているような社会を作っていけ

ると思った。          （２年） 

 自分がカミングアウトした側だったらそれま

でに緊張するだろうし、相手に「そうなんだ

ね」と言ってもらえたら安心すると思った。ま

た、自分がカミングアウトされたら前までの自

分だったら「え」とか「なんで？」とか言って

いたかもしれないけど、人権学習をした今だっ

たら受け入れて、今まで通り話すことができ

る。私もこの学習をするまではあまり詳しく知

らなくて、理解できていなかったので、みんな

が知っていければいいなと思った。 （3年） 

 

 自分がずっと当たり前だと思っていたことや

思っていることは、他の人からすると当たり前

ではないかもしれない。そういう時は、否定的

な意見を持ったり言ったりするのではなく受け

止めて、みんなが自分の意志をしっかり持って

本当のことが言い合える社会になれば、多様性

のある社会になるのではないかなと思った。当

たり前を決めつけない社会になったらいいなと

思う。             （２年） 

 自分の思っていることが相手に確実にあてはま

っているわけではないし、自分と相手は違うから

自分が思っていることを相手は思っていなかった

りする。お互いに思っていることが違うからこ

そ、友達としてもっといろんな考えを知ることで

仲の良さも深まっていくと思った。みんなを認め

合えば、自分勝手な偏見もないと思うし、信頼関

係も生まれてくると思った。     （１年） 

 LGBTQを知らないまま社会に出てしまった

ら、その人たちを知らないうちに傷つけてしまう

かもしれないので、この学習は大切だと思った。

でも、そもそもマイナスな発言を言わなければ、

知らないうちに傷つけたりすることがなくなると

思う。              （１年） 

 今回の授業で学んだことは、自分の考えを基準

にしてはいけないということ。自分を基準に考え

てしまうとユウちゃんみたいに勇気を出してカミ

ングアウトしてくれても自分とは違うから混乱し

てしまってすぐに理解することができず、関係性

も崩れてしまうかもしれない。自分を基準として

考えずに、お互いが理解し合えるようにすること

が大切だと思った。        （３年） 

 


